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「	 	 」は、名詞および強調する語句に対し用いる。 
『	 	 』は、書籍・雑誌等の名称に対し用いる。 
《	 	 》は、楽曲の正式名称に用いる。 

















































































































































































































































































































































































































































	 	 	 「即興演奏」 
地歌・箏曲などの合奏においては、その主奏者が「洒落弾き」と称する即興
演奏を行うことがある。この場合、他の奏者が原曲の原旋律を忠実に演奏す






























































八千代獅子	 末の契	 椿づくし	 松づくし	 越後獅子	 鐘ヶ岬（新娘道成寺）	  



























































































                                                                                                                                                                                  
11１０１５年１０月１５日（木）東京藝術大学音楽学部構内１–３–７において取材を行った。  
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	 替手	 	 	 演奏者名 





	 洒落弾き	 演奏者名 





















































































































































 洒落弾き 地 替手 




楽譜記載 なし あり あり 
入れる箇所 無制限 決められている 決められている 
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27 『名曲のしらべ』東京：東芝音楽工業株式会社。※出版年については記載が無かった。 
28 昭和５０年或いは５１年に行われた「三代萩岡松韻リサイタル」において実演もされている。 




















第三章	 	 	 	 	 	 	 	 博士課程における洒落弾きの実践と成果 










第一回	 船木麻代 博士リサイタル	  
平成２６年２月１０日（月） 午後五時開演	 第１ホール 
 
《秋静か》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 船木	 麻代 
 
《夏の詠》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 船木	 麻代 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 三絃	 萩岡	 未貴 
 
《根曳の松》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 船木	 麻代 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 伊藤	 ちひろ 









平成２７年２月５日（木） 午後四時開演	 第６ホール 
 
《七段調》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 船木	 麻代 
 
《八千代獅子》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 萩岡	 未貴 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 三絃	 船木	 麻代 
 
《玉	 川》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 船木	 麻代 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 伊藤	 ちひろ 












《千箱の玉章》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 萩岡	 未貴 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 三絃	 船木	 麻代 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小鼓	 小川	 実加子 
 
《新ざらし》	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 箏	 	 船木	 麻代 




























































































































































































































































































































































	 	 	 地歌柳川流	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 萩原正吟39 
 
（２）箏曲継山流 
	 	 	 地歌野川流	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 富山清琴40 
 
（３）箏曲継山流 












































                                                                                                                                                                                  



























前歌 〜 合の手 〜 歌 〜 合の手 〜 歌 〜 合の手 〜 歌 ～ 合の手 〜 歌 〜 合の手 
 〜 歌 〜 合の手（手事） 〜 後歌 





















なうなう山が見え候 朝日山に霞たなびく景色は たとへ駿河の富士はものかは 富士はものかは 
（合の手） 
小島が崎に寄る波 小島が崎に寄る波の 月の光をうつさばや 月の光をうつさばや 
（合の手） 
見渡せば 見渡せば 伏見 竹田に淀 鳥羽も いづれ劣らぬ名所かな いづれ劣らぬ名所かな 
（合の手） 
立つ浪は 立つ浪は 瀬々の網代に障へられて 流るる水を堰き止めよ 流るる水を堰き止めよ 
（合の手/手事） 





































	 	 	 ↓ 
初代萩岡松韻・初代高橋栄清 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓ 
	 	 中能島欣一・初代伊藤松超・福地万寿栄 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓ 



























































なうなう山が見え候 朝日山に霞たなびく景色は たとへ駿河の富士はものかは 富士はものかは 
（合の手）	 三絃カデンツ① 
小島が崎に寄る波の 小島が崎に寄る波の 月の光をうつさばや 月の光をうつさばや 
（合の手）	 三絃カデンツ② 
見渡せば 見渡せば 伏見 竹田に淀 鳥羽も いづれ劣らぬ名所かな いづれ劣らぬ名所かな 
（合の手） 
立つ浪は 立つ浪は 瀬々の網代に障へられて 流るる水を堰き止めよ 流るる水を堰き止めよ 
（手	 事）	 三絃カデンツ③ 
	 	 	 	 	 	 箏カデンツ① 



































































































































































































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 平成２７年１０月	 	 	 船木	 麻代 
